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想 像.創 造 そ し て 翻然

が 過､広 く液体 の清澄化

技術 は 自然 に学ぶ技術 と言

い換 え られ るので はないで

しょうか｡川 の流れ を じっ

と見つ め､川 の どこが奇麗

で どこに ごみが溜 まってい

るか､若 しその川の真ん中に杭 を立てたとした ら､

杭の後方 にどの様 にごみが溜 まるのだろ うか｡溜

まらなければ流れの もっと緩やかな所に杭 を打 っ

て見 よう､言 うまで もな く見事 にごみが溜 まって

くれます｡同 じように川底 にある石の並 び方で も

見事 にごみの溜 まり方が異 な ります｡

配 管 に付 着 す る ス ケ ール も､見 方 を変 えれ

ば 炉 過の一手法 です｡流 れが あって しか も相当

に内表面が平滑であって も配管内に水垢が徐 々に

付着 します｡当 た り前 と言 えば当た り前､し か し

これ を炉 過の一手法 と して考 える人は少 ないの

ではないで しょうか｡

私 は世 に存在 する大半 の固形物 はが 過材 とし

て役立 ち､ま た 自然 をつぶ さに観察 す る事で 炉

過の手法が限 りな くアイデ アとして湧いて来 るも

のだ と若いエ ンジニアに常 日頃説 いています｡

当社が創業2年 目の昭和55年 に現在 も圧倒的シ

ェアーで全世界 に販売 している磁気塗料用 のカー

トリッジフィル ター もち ょっとした閃きか ら出た

考案です｡こ れはある朝､練 り歯磨 きで歯 を磨 き

なが ら歯磨 きが ブラシで こす られてい る問に水状

になってい くのを感 じなが ら､磁 気塗料 も同 じよ

うに液体 にス トレス を掛ければ粘性が落ち水状 に

なるはずだ と言 う事 で､一 個 のカー トリッジフィ

ル ターの中 に粘性 を落 とす機能 と炉過 を行 う機

能 を併せ持 たせ た事 が､当 時高粘性 の液体 か ら

サ ブ ミクロ ンの粒子 が除去で きる訳 がない と諦

め られつつ あった この業界 で大成功 に繋 が りま

した｡

常 々考 える事 なのですが､游 過技術 を志 す も

の は ミクロ とマ クロの両面 を同時思考 で きる能

力 が必 要 なので はないか と思い ます｡例 えば ミ

クロ思考 で考 える時 は 自分 が ミクロの粒子 にな

って考 え､ど こが流 れの中で 自分 が楽 に踏 み と

どまってい られ るだ ろ うか と考 え､ま た逆 に 自

分が液体 にな り代 って考 える事 で炉 過 としての

流れの有 り方が思考で きるのです｡

今､世 の中で最 も大量 に生 産 され てい る フィ

ル ターは繊 維質素材 を使 った ものですが､繊 維

質 は言 うまで もな く繊維径 のバ ラツキ､密 度 の

バ ラツキ､硬 度 のバ ラ ッキ､風 合 のバ ラツキ､

とに角QC上 もなか なか大変 な もの､そ れ を更

に3次 元 の中で 炉 過 しよう とす るの ですか ら､

簡単 に炉 過 メカニズ ムの理 論化 が出来 ませ ん｡

結局 は想像 の延 長線 上で創造 し､経 験 工学の代

表選手 として炉 過の世界が存在 して きたのです｡

しか し演過 の市場 は ます ます広 が りを持 って き

てお り､経 験工学 だけで は社会か ら取 り残 され

てい くだろう事 もまた事実です｡

想像､創 造､自 然 に学 ぶ に加 え液体清澄化 技

術 工業会 の皆 さんの協力 を得 なが ら理論化 が進

む事 を期待する次第です｡



今 回の講演 会の主題 は清澄化技術 とISO1400(

とい うもので した｡私 どもの会社では､気 体液体

を清澄化す るためのメ ンブ レンフィルターを主に

ドイツで生産 し､世 界 中のお客様 にご愛用頂 くよ

う努力 を続けてい ます｡そ れ と同時 に地球環境保

護 に対 して も最大限の努力 を行 ってい ます｡し か

しなが ら現在 までの ところ､生 産活動､販 売活動

をすれば､多 少 な りとも環境 を汚 して しまうとい

うのが事実です｡環 境問題 が国際的に議論 される

中､私 たち は､企 業 と して､ま た､個 人 と して､

どの ように環境問題 を乗 りきればよいのか模索 し

ている ところです｡そ の ような中､今 回の講演会

では環境マネジメン トシステム国際標準規格につ

いてのお話が 中心であ り､私 達 にとっては非常 に

価値のある時間であった と実感 しています｡

まず､株 式会社 トーマツ環境研究所 の古室氏か

らは資料"互SOI40⑪0シ ステム構 築入門"に つい

ての説明があ りま した｡環 境マネジメ ン トシステ

ムの動向では､標 準規格や､管 理監査制度の推移､

ISO1400(シ リーズ発行 の 目的な どが よ く把握 で

きま した｡ま た､ISIS⑪0◎ を取得 す ることの意

義 につい ては､環 境問題の企業経営へ の影響や､

環境マネジメン トシステムの必要性についての説

明 の中で納得す るこ とがで きま した｡そ こには.
"地 球サ ミッ トを契機 に

､企 業 に対 して環境 問題

への取 り組み に関す る国内外 の圧力が 日増 しに強

くなっている｡し か し､景 気 の後退の中でその対

応 に躊躇す る企業が多い｡だ が この変化が多い時

代だか らこそ､環 境対策 は｢今｣取 り組まなけれ

ば手遅れ になる｡"と い うことが書かれてい まし

た｡今､官 公 庁動 向､消 費者･環 境NGO､環 境

リスク､社 会的責任､業 界動向､国 際動向 を考 え

ると､企 業 において環境マネジメ ン トシステムの

構築 は最重要課題であると再認識で きます｡私 達

の社内で もこの点 については度 々議論 されている

ことですが､今 後は､議 論か ら実行へ移 してい く

ことが必要であ ると感 じま した｡古 室氏 か らは､

ほか に も監査 機 関 につい ての具体 的 な説 明や､

ISO14001取 得方法､コ ンサル タン ト会社 との関

係等 についての具体 的な説明があ りました｡こ れ

らについては､概 要はつ かめた ものの､や は り､

細かい部分は完全に把握す ることがで きませ んで

した｡こ のあた りは､実 際 に取得準備 中に十分 な

勉強が必要である と感 じました｡

東洋スクリーン工業株式会社 の坪内氏､栗 田工

業株式会社の杉本氏､キ ッコーマ ン株式会社 の野

口氏 か らは､実 際の亙SO14001認 証取得 の活動 例

についての説明があ りま した｡こ れらのお話 で､

一番印象 に残 ったことは
､IC取 得 は体力勝負 と

い うことです｡し たが って､選 定工場､活 動 スタ

ッフには､根 気､粘 り強 さ､体 力が要求 されると

い うことです｡ど の工場 から始め るか､誰 が中心

となって社員 を引っ張 ってい くか｡こ れ らのこと

がIBC取 得 には重要 なファクター となる とい うこ

とが理解で きました｡

今､環 境 問題は国際的な規模の問題 となってい

ます｡そ の中で､企 業 として製品 をこの世に生み

出 し､そ の製品 をお客様 に販売す る活動 を続 けて

い くため には､会 社内外の様 々な活動 におい て､

環境への配慮が必要 になって きています｡そ れ ら

のことを企業活動 に取 り入れ､管 理 してい くため

に亙SO14000の 取得活動 は重要 な意味 を持 ってい

ると感 じました｡今 後､私 自身､こ のことについ

ては社内でよ く話 し合いたい と思 ってお ります｡

今 回の講演会で は､互SO14000シ リーズ につ い

ての具体的なお話 を聞 くことがで き､非 常 に勉強

にな りました｡講 演者の皆様､本 当にあ りが とう

ごさい ました｡

(ザル トリウス(株)印 南 順)



膜 による浄水処理 をメイ ンテーマに した｢国 際

水道膜 フォーラム｣が1月28日､晶 川 コクヨホー

ル にて約1S(名 の参加 を得 て開催 された｡こ の フ

ォーラムは膜分離技術振興協会主催､水 道技術研

究セ ンター後援､日 本液体清澄化技術工業会､日

本水道協会他の協賛で､日 本､ア メリカ､ヨ ーロ

ッパ､オ ース トラリアか ら招聰 された合計Y名 の

講 師 に よって講演 が行 われ た｡

講演内容 は以下の通 りであった｡

G)｢沖 縄 におけ る海水淡水化 の

現状 と展望｣(財)水 道技術 研

究セ ンター 金城義信氏

日本お よび沖縄 の 自然､天

候､水 事情 か ら始 ま り､1997

年 に沖縄県北谷 町 に導入 され

た4万 トン/日 の海水 淡水化

プラ ン トの概要が発表 された｡

特 に運転 管理､造 水 コス ト､

生 産水 質 な どの貴 重 なデ ー タ

が示 された｡

(b)｢ア メ リカ及 び ヨーロ ッパ に

おけるN瑚 莫による浄水技術の

現状｣

D◎wDeutsc漁nd亙 蕪c｡臨.Jean-P醜edeWl麓e

ア メ リ カ及 び ヨー ロ ッパ のC､:NF膜 に よる

浄 水 処 理 を膜 メ ー カ ーの 立場 か ら解 説 され た｡

モ ジ ュー ル構造 と透過 流 束､洗 浄サ イ クル と生

産水 質 の関係 等 が発 表 され た｡

(3)｢フ ラ ンス にお け るUF膜 に よる浄水 技術 の現状｣

D亙eDegremo就C◎｡,L芝d｡Mr｡Abe夏Smati

フ ラ ンス のVl騨e"x浄 水 場 で使 用 され てい る

UFに よ る浄水 処 理 につ い ての 講 演 の 中で､前

処 理 で あ る活 性 炭 吸 着､UV酸 化 を含 め ての 処

理水 質や 流量 の長期 間の デ ー タが 示 され た｡

(L)｢ア メ リカ にお け るRO膜 による浄水 技術 の現状｣

HydranautecsDLMarkWilゼ

ア メ リ カで のRO膜 に よる浄 水 処 理 につ い て

色 々 なRO膜 の話 か ら､実 際 に稼 働 してい る幾

つ か の プ ラ ン トにつ いて シ ステ ム､水 質､ラ ン

ニ ング コス ト等 につい て発 表 が あ った｡

(5)｢フ ランスにお けるN醐 莫に よる浄水技 術 の現状｣

Gener&lde8EauxM凱Guy呂 獺o謎

フ ラ ンス のNF膜 に よ る浄 水 処 理 につ い て､

Mery浄 水 場 で のパ イロ ッ トス ケ ー ル か ら実 プ

ラ ン トへ のス ケ ール ア ップ につ いて実 際 の デ ー

タ を もとに解説 した｡特 に長期 間の水 質 変動 に

ついてのデータが興味深かった｡

(f)｢MF膜 によるクリプ トスポ リジウム除去技術｣

MemtecLl漁edMr｡W躍e蕪Jonso強

最近話題 になっているクリプ トスポ リジウム

に関す る浄水処理 の現状 と実際のIII膜 による

除去能力や処理水量のデー タ等が発表 された｡

(7)｢日 本 における浄水処理の現状 と将来｣

国立公衆衛生院水道工学部長 国包 章一氏

膜 に よる浄水処理 の研究の ため に厚 生省等､

官 民 一 体 で行 わ れ たMAC2璽 及 び 高 度 処 理

MAC21の 成果 につ いて 日本 の浄水処理の現状

と今後の研究計画が発表 された｡

以上の ように世界の浄水処理の現状 について まと

まった講演会であ り､今 後の 日本の浄水処理 につ

いて寄与で きるものと思 われる｡

(日本 ミリポア(株)柚 木 徹)



ニューメ ンブ レンテクノロジーシンポジウム'g

の｢新 しい膜･モ ジュールの開発 と応用｣･そ の

他 が東京･港 区･三 田 丁ビルで1998年3月3日

か ら4日 間にわた り開催 された｡本 シ ンポジウム

は 日本膜学会主催であ り､本 工業会は じめ数多 く

の学会･工 業会の協 賛 をうけている｡今 回のシン

ポジウム も10t名 以上の参加者 を集 め､例 年 にも

れず盛況であ った｡｢新 しい膜･モ ジュールの開

発 と応用｣の セ ッシ ョンでは､｢低 フ ァウリング

低圧RO膜 の 開発 と応用｣(日 東電工㈱ 蜂須賀

久雄氏)､｢耐 オゾ ン膜 と炉過 プロセス｣(旭 化成

工業㈱ 森 吉彦氏).｢高 フラ ックス酢酸 セル ロ

ース 中空糸膜の開発｣(ダ イセル化学工業㈱ 中

塚 修志氏)の 講演があった｡

蜂須賀氏の講演で は､聡0膜 表面 での ファウリ

ング発生の原 因分析 を行い､表 面荷電性 と疎水性

が主 因であること､こ の視点か ら膜表面 の電気的

中性化 と親水化 をはか ることで低 フ ァウリング膜

が完成 した との内容であった｡表 面荷電性の評価

方法 として､表 面 ゼータ電位 を用 いることで十分

評価出来るこ とを既存各種膜の評価データを使 っ

て説明 した｡ま た､応 用例の埋 め立て地 ゴ ミ浸出

水･下 水2次 処理水処理 では非常 に有効である と

の実デー タを基 に しての発表であった｡質 問にあ

ったバ クテ リアファウリングの制御 については困

難である との ことで排水処理に関わらず､水 処理

に携わる者 にとって さらなる改良 を望む｡

森氏 の講演 では､ク リプ トスポリジウム等の水

源汚染が進む中で強い酸化力 を有するオゾンを用

いた高度浄水処理下で使用することを目的に した

耐 オゾンMF膜 モ ジュール を開発 した ことを発表

した｡高 度浄水処理 に用い るため には耐オゾン性

の必要性 か ら､膜 素材が1'Vl､接 着剤が新規 シ

リコーン樹脂､ハ ウジ ング材料 は硬cと ステ

ンレスの構成 になる｡河 川表流水運転実施データ

か らは､オ ゾ ン存在 下での1膜 モ ジュールの性

能はバ クテ リアファウリングが抑制 され､オ ゾン

未添加時 と比較 して約3倍 の透過水量が確保で き

ることを確認｡水 質的 にも塩素処理の場合 よ りも

良質の水が得 られ､高 フラ ックス化 の結果､省 ス

ペース､膜 処理 灘ス トの低減が出来る｡オ ゾン存

在下で も使用可能な膜モジュールは､画 期的なこ

とであ り､価 格面で も従来膜モジュール と同等 に

なれば普及が促進 される｡

中塚氏の講演では､従 来か ら浄水処理用途で広

く用 いられ､フ ァウリングにも強い酢酸 セルロー

ス中空系膜 を浄水処理分野で､よ り普及す るため

に高フラックス化 を図った｡従 来の酢酸セルロー

ス中空糸膜の非対称膜構造 において内膜表面のス

キン層の孔径 を変えず､ス キ ン層近傍の空孔率 を

増加 させ､高 フラックス化 を実現 させた｡さ らに､

膜 が過条件 を種 々検討 し､高 フラックス運転の

最適化 も実施 し､2年 間の安定運転方法が確認 さ

れた｡

ここ数年､膜 メーカーによる新規膜 モジュール

の上市 は､膜 利用の促進 に多大な寄与がある｡今

後 は､エ ンジニアリングメーカーによる新規 シス

テムの開発が望まれ､そ の結果さらなる膜 メーカ

ーへの研究 開発 の要求により膜技術 の発展が見込

まれ る｡

(日東電工㈱ 佐々木 武)
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セ ッシ羅ン内容

3月3日(火)

1新 しい膜･モ ジュールの開発 と応用

2膜 を利用 した新 しい水処理 システム

3月t日(水)

3上 水道 における膜の新 しい利用技術

4実 用化の進 む浄水 の膜 濟過技術

3月5日(木)

5水 環境 を守 る膜技術

6生 活排水浄化 における膜技術

3月6日(金)

7明 日の食 品を作 る膜技術

8メ ディカル分野での膜利用の実験 と展開



クボタジ還一ジフィッシャー株式金社

弊社は､㈱ クボタとスイス国 ジョージフィッシ

ャー社(G蓋)の 合弁会社 として.GF製 品の販売

を主 目的 とし､1986年 発足 しました｡主 要な販売

商 品 としては､プ ラスチ ックバルブ､PV騨(2

フツ化)配 管材料､パ ドル式流量計があ ります｡

液体 の清澄化分野では､自 動化の要望 も大 きく､

手動弁に加 え､自 動弁､流 量計が特にご好評 を拍

してい ます｡

PVDF製 品 は､ク リー ン度､品 揃 え､溶 着技術

等 トータル な面でのご要望 にお答 え し､超 純水､

強酸に使用 されています｡新 製品 としては､う ず

流量計 と二重管が挙 げられます｡う ず流量計 には

PVC製 も用意 してい ます｡二 重管は塩酸や 力性 ソ

ーダ等既設の薬品ラインに
､2分 割 の透明外装管

を嵌合せ るもので.環 境､安 全面 より､発 売早 々

注 目を浴びてお ります｡

(谷本明)

神 綱 パ ン テ ツ ク 株 式 金 社

当社 は195L年 設立 されま した｡以 来化学工業用

グラスライニング製機器､上 水､下 水.廃 水処理

装置､冷 却塔お よび大気汚染防止装置等 の製造販

売 を行 なってまい りました｡液 体清澄化 に関連す

る製品 としては､炉 過､膜 分 離､脱 水装 置等 い

ろいろとあ りますが､新 技術 として､電 気浸透原

理 を応用 した脱水装置があ ります｡こ の装置 は電

気浸 透 を用 いた フィル タプ レスで､炉 過速度 が

高 く､含 水率 を十数%も 下 げることがで きます｡

またVSEPと 呼 ばれ る振動 を利用 した膜分 離装置

は膜面せ ん断力 を高 くとることがで きて汚染 しに

くく､表 流水 炉 過､半 導体産業排水 回収､ラ テ

ックス濃縮等 に利用 され始めてい ます｡さ らに埋

立地浸出水処理装置 として逆浸 透膜 を用 いたDT

モ ジュールシステムがあ り天然の清水 に等 しい水

質の処理水 を自然 に帰すことがで きるようにな り

ま した｡こ の会 によりお互いにさらに一層技術的

発展がで きるこ とを期待 しています｡

(牛越 健一)

株式禽社 ニクニ
当社 は､水 処理の原動力である産業用 ポ ンプお

よび関連装置の開発設計か ら､製 造､販 売 メンテ

ナンスに至 るまで を手掛け､業 界 で も確 固たるポ

ジシ ョンを確立 してい ます｡商 品は渦流ポ ンプ､

うず巻 きポンプ､水 封式真空 ポンプ､ピ ス トン式

ドライ真空 ポンプ､ダ イヤフラム式高圧 ポンプな

ど､標 準製品 として低圧か ら高圧 まで多彩 なライ

ンア ップを揃 えてお ります｡が 過器 と して はポ

ンプ加工技術 を生か してサイクロンフィル ターを

製作 してお ります｡比 較 的容易 に高圧 の得 られる

渦流 ポンプとの相性 も良 く､た いへん高い性能 を

発揮:してお ります｡交 換式 フィルターの前処理等

に御利用頂ければ と考えてお ります｡

また当社は､21世 紀 を見据 えて従来の商品カテ

ゴリーにとらわれることな く､自 らの技術が活躍

するフィール ドをさ らに拡大充実 させ､地 球環境

の保全 とい うキーワー ドに沿った製品の開発 によ

り社会に貢献する と同時 に皆様 とともに成長 して

まい ります｡

(水野裕司)

リ オ ン 株 式 会 社

当社 は､補 聴器､聴 力測定機､騒 音計､振 動計､

地震計 をは じめ､我 々が担 当 して いる微粒 子計

(パーテ ィクルカウ ンター)を 開発､製 造､販 売

してお ります｡パ ーテ ィクルカウ ンターには対象

とする媒質 として､空 気用､液 体用､ガ ス用があ

ります｡ユ ーザーの対象は主 に半導体分野ですが､

最近 は飲料水､食 品､作 動油､注 射剤 な どに含 ま

れる粒子 を計測 したい とい う要望が増 えてお りま

す｡今 後 ともパーテ ィクルカウンターの応用範 囲

は さらに広が ると思 われ ます｡こ れ までの半導体

分野 における粒子計測の経験 を生か し､新 たな分

野でのユ ーザーの要求 に答 え られる よう努力 して

い きたい と思い ます｡

(一条和夫)



1技術委員会の活鋤内容の紹介]

技術委員会の第1回 会議が3月1璽 日に行 われま し

た｡委 員会 は清澄化技術 に関する各分野のメーカ

ー とユーザーか らの経験 ある専 門家､行 事企画委

員会 と広報委員会か ら各1名 お よび事務局 を含め

約2(名 のメ ンバーで構戒 されています｡技 術委員

会の主要な役割は①技術情報の会員へ の提供､②

技術的課題 に関する行事 の企画･人 選､③ 製品お

よび試験法の規格･標 準化お よび④分科会の設置

であ ります｡以 下各活動項 目について概説 します｡

① は会員が関心 のある製品や技術 の情報 を各種

のニュースソースか ら収集 し､NewsL磯erや そ

の他の媒体 を通 して会員 に伝 える活動です｡今 回､

月刊誌｢化 学装置｣(工 業調査会)の8月 号に｢液

体清澄化技術の新潮流｣の 特集記事 を当工業会で

執筆するこ とになってお りますが､こ の ような雑

誌や将来的 には出版(工 業会編)を 通 して広報委

員会 と協力 して会員内外 にも広 く工業界の活動内

容 と技術情報を伝 えることを目的 とします｡

② は清澄化技術 に関与 している初心者や実務者

のための講習会､勉 強会お よび会員が関心 のある

テーマに関する講演会や見学会の内容 と人選の検

討 を行 い､行 事企画委員会 を通 じて実施すること

であ ります｡従 って､会 員の方 々か ら関心 のある

テーマの応募 を期待 しています｡

③ は当工業会設立の主要 目的のひ とつであ りま

す｡現 在各種清澄化技術 お よびその周辺技術の機

器･機 材 における製品の規格やその試験法が未整

備な分野があ ります｡従 って､技 術委員会では製

品の規格や試験法の現状 お よび将来動向をメーカ
ーやユ ーザーお よび公的機 関の意見 を採 り入れな

が ら､慎 重に討議 し､規 格･標 準化のあるべ き方

向 を提案 します｡

④ は技術分野 ごとに共通 の関心 をもつ企業が専

門的情報の交換 を行 うためのグループとして分科

会 を設立 す る予定 ですが､技 術委員 会で は規

格･標 準化部会 を含 めどの ような分科会 を設立す

るかを検討 します｡

以上の ように技術委員会の活動内容は多岐にわ

たっていますが､こ の内容 を充実 させるためには

会員企業 および個人の協力 を必要 とします｡よ ろ

しくご協力 をお願 い します｡な お､技 術委員会 に

対す る要望や コメン トがあ りましたら是非事務局

までご連絡 くだ さい｡(松 本幹治)

前号(W量nter199Ere6)に お い て､既 に ご案

内 しま したが､見 学講 演 会 の具 体 的 な内容 が 決 ま

りま した ので､お 知 らせ します｡

一森 永乳 業㈱ 工 場見 学 と清 澄化 技術 講演 一

日 時:199.年5月20日(水)

13:30～ 璽710◎

場 所1森 永乳業㈱ 東京多摩工場

(立川駅 よ り車で1(分 または西武拝 島

線東大和駅 より徒歩1⑪分)

見学施設1森 永乳業㈱ 多摩工場

製造 プロセス と水処理設備

スケジュール

1)13:30～14:互5

講演｢森 永乳業㈱ 多摩工場の概要｣

森永エ ンジニアリング㈱ 山田佑一氏

2)14;30～15:3⑪

工場見学

3)1::4:～if:4.

講演｢乳 業 における膜技術｣

森永乳業㈱ 佐藤幾郎氏

会員の皆様 には､追 って詳細なご案内状 をお送

り致 します｡

本 ニュース レター も､は や3号 とな りました｡広

報委員会 の使命 は本工業界の活動内容お よび将来

の方 向性 を会員 の皆様 にお伝 えするこ とですが､

さらに皆様のお役 にたてるような情報発信 をで き

るように議論 を重 ねています｡例 えば､こ の レタ

ー以外 に もタイム リーな情報 を別の形式で発信 す

るようなことも考 えています｡ぜ ひ､ご 意見 ご要

望､ま た新製品情報.新 規の応用例等が御座い ま

したらご連絡頂 けます ようお願いいたします｡

(爪生敬志､ト 部兼好､真 野徹､山 田佑一)
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